
KOCHI ART PROJECTS2025

令和7年度

採択事業報告



KOCHI　ART　PROJECTS（ＫＡＰ）2025　

令和7年度採択事業報告

～目　次～
　
　＊令和8年1月25日（日）開催の報告会での発表順です。
　＊事業名/主催者名　

　　・中浜劇場〈ちいき一日映画館〉　/一般社団法人清水サーバ
　　・月灘ART　PROJECT2025　/アトリエ「お月さん桃色」
　　・芝居・音楽・アートが自然の中で共振する野外イベント「アイトイシキ」/アイ
　　　トイシキ実行委員会
　　・四万十町横断サーカスプロジェクト「しまんと一座～河童がつなぐ文化の環
　　　～」　/松葉川大道芸教室
　　・チッタナターレ高知公演ベルカントオペラの魅力　オペラ「セビリアの理髪
　　　師」他　/チッタナターレ高知公演実行委員会
　　・ 狐の夜市（嫁入り行列）　/狐の嫁入り実行委員会
　　・Growing Culture Lab of Tosashimizu－地域文化の芽を育てる、遊びと交流の実験－
　　　　/正木恭子
　　・小さな土蔵の建築展　/NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト
　　・風のカレンダー2026原画展－12の障害者施設×12の文化施設　/合同会社　風
　　・ゆすはらアーティスト・イン・レジデンス2025　/ゆすはらアーティスト・
　　　イン・レジデンス2025
　　・立川御殿音楽祭　/立川地区活性化推進委員会
　　・魚梁瀬杉ヴァイオリンが奏でる未来への響き　/ Le son de H
　　・記録映像「“魚梁瀬”の６０年」製作＋上映事業　/NPO法人地域文化計画　
　　・２０２５年度中土佐－現代美術プログラム「た、たら、」　/中土佐－現代美術
　　　プログラム「た、たら、」実行委員会
　　・Ｗａｓｈｉ＋活動１０周年記念事業　/Washi＋
　　
　　■報告会の概要報告も、ぜひ、あわせてお読みください。

KOCHI　ART　PROJECTS（KAP）は、高知県芸術祭の会期中に、「地域×アート」をコンセプト
として、県内の地域住民が主体となって行う、文化芸術を通して地域活性化を めざす事業に対して
行う助成事業（上限30万円）です。平成26（2014）年から始まり、今年度で12回となりました。
 令和7年度は、26団体・個人から申請があり、15団体・個人の事業を採択しました。

事業終了後、各団体から提出いただいた報告書をまとめています。文化芸術で地域活性化を考える
際の参考になれば、幸いです。



中浜劇場《ちいき⼀⽇映画館》

　〇主催団体：⼀般社団法⼈ 清⽔サーバ

　〇開催期間：令和7年11月2日（⽇）

　〇会　   場：中浜会館(⼟佐清⽔市中浜252-12)

　〇入場者数：映画上映会 78人

 　　　　　　　ロケ地めぐり地域ツアー 11⼈

　【事業の内容】
　　映画上映会：昭和29年に中浜集落で撮影された「⾜摺岬」の映画を上映。　
　　地域ツアー：昭和29年「⾜摺岬」、昭和36年「雲がちぎれる時」が撮影され
　た時の中浜集落の住⺠が所有する写真と現況写真を並べたパネルを作成し、
　実際に現場をめぐる「中浜集落あるきツアー」を実施。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】
　　参加者が78名という盛況で、中浜集落から40名、⾜摺岬など半島集落から
　13名が来場し、地域に密接な映画に対して地元から寄せられる関⼼の強さがよ
　くわかった。映画に出演している地元エキストラの来場、上映中にそれぞれが
　知っている場所が出てくるたびに声が上がるなど、鑑賞だけでない参加者の満
　⾜度が⾼い上映会になった。「雲がちぎれる時」の上映など、次回へのリクエス
　トの声も多くよせられた。

　【助成を受けたことによってできたこと】
　●⾼知市や⼟佐清⽔の市街地から距離があり、⽂化イベントに参加する機会に
　恵まれていない⾜摺半島地域の中浜集落において、⾼齢者を中⼼として地域の
　住⺠が楽しめる⽂化的イベントを提供することができた。●県が実施する芸術
　祭事業であることから、中浜集落や住⺠の理解を得て情報提供などの協⼒も受
　けることができ、地域の中から盛り上げる⽂化イベントの開催ができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



月灘 ART PROJECT 2025

 〇主催団体：アトリエ「お月さん桃色」

 〇開催期間：令和7年11月1日（土）～11月30日（日）

 (休館日：火・水・木)

 〇会 場：大月町文化教育交流拠点COSA（幡多郡大月町小才角350）

 〇入場者数 ：185人

 

【事業の内容】

 　溝渕泰史の洋画と溝渕博彦の写真の展示。地域音楽グループ(ミルク

 ティー、エスコート）職員室ライブコンサート。組子作家の濱中伸也の

 木造ドーム組み立てワークショップ。サンゴ漁で栄えた小才角集落村歩

 き歴史講座、台湾香港周辺、尖閣諸島周辺、ミッドウェーに出漁したサ

 ンゴ漁師の体験談など1ヶ月間の芸術祭。

 【成果・反響（お客様からの感想など）】

 　●木造ドーム組立てワークショップは楽しかった●昨年に続く職員室ラ

 イブは明るく陽気で元気をもらった●作品解説は1人ではわからないこと

 が詳しく聞けてその時代がよくわかった●小才角サンゴ漁師の昭和期の

 太平洋各地に出漁状況を古写真で当時がよく理解できた●サンゴで栄え

 た小才角集落を皆で村歩きしてお宝を発見した

 【助成を受けたことによってできたこと】

 企画していた内容はほとんど全てできた。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



芝居・音楽・アートが自然の中で共振する野外イベント 「アイトイシキ」

〇主催団体： アイトイシキ実行委員会
〇開催期間：令和7年10月24日（金）～10月26日（日）
〇会 場：アウトドアフィールドKASHINISHI（幡多郡大月町樫ノ浦246）
〇入場者数：152人

【事業の内容】
●大月町の美しい海辺のキャンプ場に大規模な野外舞台を製作し「愛と意識」をテーマに、
芝居、音楽、ダンス、ライブアートを上演（芝居は三日間とも違う芝居を上演）●県内外のア
ーティストと協働し、地域の芸術文化の活性化や関係人口を増やす。（県外招聘アーティスト
の牧瀬茜【芝居・東京】　Kagerou【美術VJ・千葉】　イワモトジロウ【舞台美術・愛媛】やそ
の他にも県外で活動するバンドやDJが多数参加し、幡多地域で活動しているアーティストと交
流を図る）●地域の飲食やクラフト作家の出店者、近隣地区婦人部と連携したマーケットブー
スで地域経済の活性化を支援（今回は告知後に出店希望の連絡が多数あり、四万十町や黒潮町
のほか広島、熊本など県外から参加した出店者もおりマーケットブースで幡多地域の出店者と
の交流も図る）

【成果・反響（お客様からの感想など）】
●陸続きの場所なのに別の世界みたいで良い経験でした●参加協力金がわかりずらかった●本
部の場所がわかりずらかった●沢山の愛に意識を向けてその愛が益々広がる三日間でした●入
場料が三日間通しで二千円では安すぎる●駐車場が少なかった●舞台横の櫓でのお芝居が高さ
もあり迫力があった●お芝居の時に舞台前の藁の上にゴザがひかれて雰囲気も良く快適だった
●素晴らしい地場に心惹かれる人達、多幸感で茫然と過ぎていった三日間だった●焚き火周り
にもっとゆっくりくつろげる場所が欲しい●これまでに参加した祭りの中でピカイチにゆった
りと自由で伸びやかで楽しい素敵な祭りだった●テント泊スペースが会場に欲しかった

【助成を受けたことによってできたこと】
●県外と地域のアーティストとの繋がり出来て来年二月に大月町でリトリートイベントを一緒
に開催する事になった（広島のアーティスト）●舞台設営専門アーティストに依頼する事が出
来て、現地での材料調達や設営技術、解体の段取りなど、次回にもつながる事をみんなで学べ
た●迫力のある大掛かりな舞台を作る事が出来た為、お芝居も手の込んだ物となり大成功出来
た。グランピングも楽屋として使えて役者が集中出来た●地域の婦人部などに賄いを依頼する
事が出来てアーティストやスタッフと地域の方達とのつながりが出来た●助成を受けている事
でチラシを置いてくれる場所が増えたり、町内放送やテレビ放送など告知の幅が広がり多くの
人に来てもらえた●地元で活動するアーティストにしっかりと出演料などの支援や、定期的で
大きな発表の場という今後の活動目標にもなるイベントを提供できた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



四万十町横断サーカスプロジェクト
 「しまんと一座 ～河童がつなぐ文化の環～」

〇主催団体：松葉川大道芸教室

〇開催期間：令和7年11月23日（日）・12月14日（日）

〇会　   場：四万十会館(窪川)（高岡郡四万十町香月が丘1434-1）

 　　　　　  きらら大正(大正)（高岡郡四万十町大正200番地1）

                    CUE(十和)（高岡郡四万十町十川238-4）

〇入場者数：70人

【事業の内容】
四万十町を舞台に、河童伝説をもとにした物語とサーカス演技を融合させた市民
参加型舞台芸術活動を実施。町内各地の子ども・若者・大人が世代を超えて協働
し、旧町村を横断する新たな文化の流れを創出する取り組み。

【成果・反響（お客様からの感想など）】
四万十町内における、窪川・大正・十和の３地域でそれぞれこども向け衣装作り
ワークショップ（それぞれ15人程度参加）とサーカス・朗読劇公演を行った。サ
ーカスについては高知の２つの大学の大学生、社会人の参加。朗読劇について
は、劇団しまんとに加えて客演として高知市の劇団および障害のある方の参加も
なされ、町内外の多様な人材が協働する取り組みになった。

【助成を受けたことによってできたこと】
助成を受けたことで、地域に眠っていた文化資源（口頭で伝えられていた河童の
お話や伝説）をもとにした演劇脚本の作成と、紙芝居用の河童絵の作成が行え
た。また、大道具および音響設備の貸出を行えたことで、ホールではない空間を
舞台空間として活用し、サーカスと演劇の公演を実施することができた。

（助成額：240,000円）



チッタナターレ高知公演  ベルカントオペラの魅力 オペラ「セビリアの理髪師」他

　〇主催団体：チッタナターレ高知公演実行委員会 

　〇開催期間：令和7年10月24日（金）～10月25日（土）

　〇会 場：①高知小学校（高知市北端町100）
②高知市文化プラザかるぽーと龍馬学園

　　　　　 イベントホール（高知市九反田2-1）

　〇入場者数：①10/24(金)高知小学校特別公演：小3～小6の児童全員約260人

　　　　　　   ②10/25(土)かるぽーと：171人

　【事業の内容】

　　オペラの魅力を広く高知の皆さまに伝えることを目的に企画。2024年、某学校より学

　生さんのための学習会のご依頼を受け、実施したパッケージが好評で、他の学校や一般の

　方々にも同じ体験をしていただきたいと同パッケージをブラッシュアップ。マイクを通さ

　ない歌声の響きを聴き、発声を体験し、オペラの観方に触れていただいた。小学校ではオ

　ペラのクイズなどでご紹介するなど、オペラに初めて触れる小学生も楽しめる内容に。本

　公演では漫画を背景にオペラダイジェスト全編を楽しんでいただいた。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】

　●オペラがこんなにも楽しいとは！●初めて聴いたけどものすごい迫力！●漫画や日本語

　のあらすじのおかげで歌詞がわからなくても歌っている内容や気持ちが伝わってきた●オ

　ペラ全幕を観たくなった●ハイレベルな演奏に感動●高知でオペラをこのお手軽な価格で

　観られたのがありがたい●またこんな企画があれば観たい　など、好意的なご意見を多く

　いただいた。

　【助成を受けたことによってできたこと】

　●多くの若年層（中学生以下）に来場頂きたい目的で、観覧料を無償化することができた

　●小学校へのアウトリーチ（特別公演として）を実施することができた●本来なら5000

　円程度の入場料にしなければ収支が合わないところを、ちょっと興味がある、この価格な

　ら行ってみようかな、という方にも買いやすい、リーズナブルな金額に設定できた●高知

　でのオペラ振興のためには最高の演奏が必要と考えているが、世界でも活躍中の旬の演者

　の皆さんに、ご出演いただける出演料を提示できた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



狐の夜市（嫁入り行列）

〇主催団体：狐の嫁入り実行委員会
〇開催期間：令和7年11月22日（土）
〇会　   場：香南市赤岡町本町通り（香南市赤岡町本町通り）
〇入場者数：500人

【事業の内容】

　江戸時代の町並みが残る古民家を活用し、住民らが狐に扮して赤岡の夜の

町を練り歩く「狐の嫁入り行列」を実施しました。ほかにも現代のアーティ

スト作品を古民家の軒先に展示する企画「夜ののきさき美術館」の実施や、

オープンカフェも実施し、地域の活性化に取り組みました。

【成果・反響（お客様からの感想など）】

●想定以上にたくさんのお客様が来場された●このイベントのために県外か

ら来られたお客様も多くおり、赤岡の文化、芸術について知っていただくき

っかけとなった

【助成を受けたことによってできたこと】

●狐の嫁入り行列で使用する道具の新調●夜ののきさき美術館、ペイントラ

イブ

（助成額：235,702円）



Growing Culture Lab of Tosashimizu

  ー地域⽂化の芽を育てる、遊びと交流の実験ー

〇主催団体：正木恭子
〇開催期間：令和7年11月22日（土）
〇会　   場：イベントハウス「弥栄」（⼟佐清⽔市 栄町1-7）
〇入場者数：ワークショップ
のべ40⼈、ライブ参加43⼈

【事業の内容】
　土佐清⽔市の⽂化的な環境を豊かにし、若い世代を中⼼とした交流の場をつく
ることを⽬的に、⼿づくり楽器アーティストでイギリス在住の⾳楽家ICHIによる
ライブを開催した。 あわせて、ICHIによる楽器作り、クリスマスツリーキャンド
ル作り、オリジナル仏ぬりえの3つのワークショップを実施し、弥栄のカフェ営業
や⾼知県⽇⾼村のタルト屋「タル店」の出店を通して、地域内外の⼈々が気軽に
集い、つながる機会を創出した。

【成果・反響（お客様からの感想など）】
　本事業では、⾳楽LIVEおよびワークショップに多様な世代の参加があり、期待
していた成果が得られた。ワークショップには親⼦連れの参加が多く、⼦どもた
ちは楽器作りやキャンドル作りを楽しみ、保護者は弥栄のカフェスペースで交流
しながら過ごす姿が⾒られた。参加者は幼稚園児や⼩学校低学年の⼦どもから⼤
⼈まで幅広く、SNS（Instagram）で情報を知った観光客がキャンドルワークシ
ョップに参加するなど、地域外からの来場もあった。これにより、⽂化芸術を共
有する場が⽣まれ、地域内外の交流が促進されるとともに、若者主体の企画・運
営への関⼼や応援の広がりを感じられる事業となった。

【助成を受けたことによってできたこと】
　本助成を受けたことにより、イギリス在住の⼿づくり楽器アーティストICHIを
⼟佐清⽔市に招へいし、質の⾼い⾳楽LIVEを実施することができた。また、適切
な⾳響機材を整えることで、参加者が⾳楽をより⾝近に、安⼼して楽しめる環境
を整備することができた。⼊場を無料としたことで、普段⽂化芸術に触れる機会
の少ない⼦どもや親⼦連れの来場が多く⾒られ、幅広い世代に開かれた事業とな
った。さらに、⼟佐清⽔市教育委員会の後援を得ることで、事業の公共性と信頼
性が⾼まり、地域への周知や参加促進にもつながった。（助成額：291,236円）



小さな土蔵の建築展

　　〇主催団体： NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト

　　〇開催期間： ワークショップ：9月28日（日）

　　　　　　　　 展示：10月11日（土）19日（日）25日（土） 11月8日

　　　　　　　　　　　（土） 16日（日）

                            案 内 ツ ア ー：10月19日（日）11月16日（日）

　　〇会 場：赤れんが商家（香南市赤岡町772-1）

　　〇入場者数： ワークショップ：20人　展覧会：40人　建築ツアー：12人

　【事業の内容】
　　国の登録有形文化財である旧小松家住宅・通称「赤れんが商家」にて、地域の　

　歴史や建築の特徴を紹介する展示を行いました。展示を作る過程もワークショッ

　プにより行い、展示・建築ツアーを開催しました。展示構成は第一部「香南の商

　都赤岡」第二部「まちのシンボル赤れんが商家」第三部「町家をつくる技術」第

　四部「町家に見える暮らし」の四部構成としました。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】
　　展示を作るワークショップでは、最初は難しいと思っていましたが、丁寧に解

　説をしてくれたことや雰囲気が良かったことから色々と展示のアイデアが出てき

　たと言った声をいただきました。また、建築ツアーでは、参加者への質問対応や

　意見交換を行いながら実施し、見ているだけではわからないことがわかり興味深

　かった、　初めて知ることが多かったなどの感想を得ました。

　【助成を受けたことによってできたこと】
　　昨年度に修復された登録有形文化財の土蔵を多くの人に見てもらうことを目的

　に建築展を開催することとしましたが、展示に要する照明設備や広報のための印

　刷を行うことができました。また、芸術祭の一環として実施することでより地域

　外を含めた多くの方に見ていただくことができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



風のカレンダー2026原画展　12の障害者施設×12の文化施設

〇主催団体：合同会社 風

〇開催期間：令和7年11月21日（土）～11月24日（日）

〇会　   場：高知県立美術館県民ギャラリー（高知市高須353-2）

〇入場者数：約200人

【事業の内容】
　弊社では高知県内の障害者就労支援施設の利用者の方が描いた数字や曜日
でデザインしたカレンダーを制作しており、2026年版で6年目の取組みとな
る。各月には障がいのある方が描いた、個性ゆたかな色とりどりの数字や曜
日が並び「見ていて元気になる」という声をいただいている。制作に参加す
る施設は12ヶ所。今回は県内12の文化施設とコラボし、ページを制作す
る。約200名の施設利用者の方が描いた数字や曜日の原画を展示する。

【成果・反響（お客様からの感想など）】
「障害のある方と文化の接点が生まれるのは素晴らしいですね。意外とそれ
は難しいことでもあるので」とある障害者施設の職員さんから感想をいただ
いた。文化施設にとっても「施設として地域交流をどのように行っていくか
が課題だったので、その課題解決につながるような機会だった」とも。海外
のお客様からもすごくいい取り組みで、何か一緒にできることがあれば、と
いう声もいただいた。

【助成を受けたことによってできたこと】
この取り組みを多くの方に知ってもらうという意味で、高知県立美術館県民
ギャラリーという不特定多数の多くの方が訪れる場所での開催を実現したか
った。数年前から考えていたことだったので、助成金をいただき、会場費に
充てられたことはとてもありがたいことだった。

（助成額：300,000円）



ゆすはらアーティスト・イン・レジデンス2025

　　〇主催団体：ゆすはらアーティスト・イン・レジデンス2025

　　〇開催期間：令和７年9月22日（月）～9月28日（日）

　　〇会 場：ゆすはら座（高岡郡梼原町梼原1496-1）

　　〇入場者数：92人

　【事業の内容】

　　東京で活躍する舞踊家・俳優の鈴木翔媛(すずきしょうえん)氏と梼原町

　内を取材、見学しながら舞台公演作品の制作を行い、9月28日にその成果

　発表を行ないました。

　　■滞在期間:9月22日～9月28日　　 ■上演日
:9月28日(日)
14時～

　　■上演場所:ゆすはら座(入場無料)    ■作品タイトル:「山のこえ」

　【成果・反響（お客様からの反応など）】

　　●町の人たちがとても喜んでいました。何か発火点のようなことになると良い

　ですね●迫力があって、子供も楽しめた。日本の文化に触れる機会が少ない

　ので、こうして見せてもらえるのはありがたかったです●高知から連日通っ

　てきた甲斐がありました。またこういう機会に来たいものです

　【助成を受けたことによってできたこと】

　　宿泊費、交通費の負担が減ったことが大きなメリットでした。一度この

　町に訪れて「ここで踊ってみたい」と望んでくれたアーティストを再び山

　奥に連れてくるのは、金銭的にも 体力的にも決して容易ではありません。

　助成を頂き、町の文化に興味がある遠方のアーティストが来たことで、

　部落内に閉じていた伝統文化や昔話などのリサーチに繋がりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：261,198円）



立川御殿音楽祭

　〇主催団体：立川地区活性化推進委員会

　〇開催期間：令和7年10月25日（土）

　〇会　   場：旧立川番所書院（長岡郡大豊町立川下名28-1）

　〇入場者数：約120人

　【事業の内容】
　　「歴史×音楽×地域の融合」をコンセプトに、地域の拠点でもあり、国の重要文化
　財にも指定されている「旧立川番所書院」の積極的な活用及び大豊町立川地区の活性
　化を目的として行われるコンサート。大豊町出身のマリンバ演奏者や宿毛市の演奏
　家、そしてフラメンコの講師も招待し、旧立川番所書院を舞台に参加者が生演奏やダ
　ンスを楽しむことによって、立川地区の地域住民の交流及び地域の活性化を図る。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】
　●フラメンコを初めて見ることができて、迫力ある踊りに心を打たれた
　●カンテとフラメンコのコラボが素晴らしかった
　●県大生のお菓子も販売されていて、非常に美味しかった
　●歴史ある番所の中で素晴らしい演奏を聴くことができた

　【助成を受けたことによってできたこと】
　　今年は、立川番所の屋根の葺き替え工事前最後の音楽祭であり、高齢化が進む立川　
　地区では、４〜５年後の工事完了後に同様のイベントを開催することが難しくなるこ
　とが予想されるので、フィナーレにふさわしいイベントにすることを目標としてい
　た。これまで町の補助金の範囲内で行っていたが、今年は、その補助金額だけでは賄
　えなくなってしまったが、本助成を受けたことによって無事に開催することができ
　た。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：212,423円）

・



　　魚梁瀬杉ヴァイオリンが奏でる未来への響き

〇主催団体：Le son
de
H

〇開催期間：令和7年11月9日（日）

〇会　   場：高知県立美術館ホール（高知市高須353-2）

〇入場者数：141人（有料89人/無料：高校生以下35人/招待17人）

【事業の内容】

　県産材魚梁瀬杉によって製作されたヴァイオリンの音色を地域の方々に体

験していただき、魚梁瀬杉の新たな魅力と可能性を見出すコンサート。

【成果・反響（お客様からの感想など）】

　完成してまだ１年のヴァイオリンで、杉で作ったヴァイオリンが想像より

も会場中に響いていたこと、音色のファンになっていただけたとメッセージ

をいただいた。

【助成を受けたことによってできたこと】

　アウトリーチでいくつかの小学校に訪問することができた。学校側に予算

がなくても助成を受けることによって、子供たちに音を楽しんでもらえ、

ピアニストも仕事になる非常に良い機会。

（助成額：170,000円）



記録映像「”魚梁瀬”の60年」製作＋上映事業

　〇主催団体：NPO法人 地域文化計画

　〇開催期間：令和7年10月25日（土）～10月26日（日）

　〇会　　場：魚梁瀬多目的施設大ホール（安芸郡馬路村大字魚梁瀬10-11）

   〇入場者数： 90人

　【事業の内容】
　　映像「魚梁瀬の60年」（36分）を製作し、馬路村魚梁瀬で開催された魚梁瀬
　ダム60周年記念イベントで上映した。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】
　　魚梁瀬ダムの建設にともなって集団移転し、移転先である丸山台地で暮らす
　みなさんの声を記録した映像を製作することができた。60周年記念映像として
　馬路村役場魚梁瀬支所で保管したいとの申出をいただいた。

　【助成を受けたことによってできたこと】
　　ダム建設による集落水没をテーマにした映像であったため、行政の予算で製
　作したとしたらさまざまな制約があったと思われる。助成金と自己資金で製作
　することにより、自由につくることができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）

・



2025年度中土佐―現代美術プログラム「た、たら、」

　〇主催団体：中土佐―現代美術プログラム「た、たら、」実行委員会

　〇開催期間：10月11日（土）～11月1日（土）

　〇会 　　場：上ノ加江公民館(高岡郡中土佐町上ノ加江2767-2)・黒潮本陣(高

　　　　　　　 岡郡中土佐町久礼8009-11)、土佐久礼駅(高岡郡中土佐町久礼



























6632)、中土佐町大野見庁舎(高岡郡中土佐町大野見吉野12)






〇入場者数：約500人
　
　【事業の内容】
　中土佐町を中心に現代美術プログラム「た、たら、」を開催した本プログラムは、昨　　
年度開催した中土佐―現代美術プログラム「上ル。」に続く展示となっており、大野見
在住の美術家1名、上ノ加江に拠点を持つ美術家1名、佐賀県在住の美術家2名、高知市
のギャラリー「十月」の主宰幾野雄也の計5名による土地や人の歴史とそのあり方、私
たちの現在と未来を重ね合わす展示を行った。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】
　昨年度に開催した展示と比較して、中土佐町外(高知市内、南国市など)の鑑賞者が増　
加した。また、本展は大野見町外にも展示場所を設けたため、鑑賞者が展示ヶ所(４か
所)をまわりながら、展示だけではなく久礼や大野見の街並み、食、景色を楽しめたと
多くの鑑賞者からお声いただいた。また冒頭に述べた、遠方からの鑑賞者の増加に伴
い、大野見に初めて来たという鑑賞者の方が多くいた。その中で多くいただいた感想
は、「こんな場所が高知にあったんだ」「知ってたけど来ようと思わなかった」だった。
作品を通して、大野見という高知の中でもローカルな地に足を踏み入れてもらえるきっ
かけにになったということは、主催として嬉しい感想だった。

　【助成を受けたことによってできたこと】
　本展は、長期間にわたるフィールドワーク・リサーチを行う作家や、佐賀県からの　　
作家が2名いたため、助成金をいただいたことで、作家に対する謝金を増額できたこと
により、一層地域に密着した表現活動が可能となった。その結果として、大野見、久礼
をはじめとした中土佐町内の作品鑑賞者と、より密度、質のあるコミュニケーションを
取れることが可能となり、本プログラムの認知につながったり、高知県内の文化事業者
や活動者とのご縁が昨年度以上に広がった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）



Washi＋活動10周年記念事業

　　〇主催団体：Washi＋

　　〇開催期間：令和7年9月23日（火・祝）～10月19日（日）

　　〇会 場：いの町紙の博物館（吾川郡いの町幸町110-1）

　　〇入場者数：2,021人（紙の博物館の入場者数）

　　　　　　　　特別上演会入場者延べ20人

　　　　　　　　ミニパフォーマンス入場者25人

　【事業の内容】

　　これまでWashi＋の活動に携わって頂いた農家の方、用具職人や紙漉き

　職人の方々のアーカイブの展示とこれまでの10年の活動を振り返る展示・

　上映会を行いました。液晶10台を会場内に並べ過去のインタビュー動画、

　制作した舞台の映像を再生、また人々の物語や文章、写真も展示した。期間中、　

　別室で特別上演会も実施し、最終日にはミニパフォーマンスも行いました。

　【成果・反響（お客様からの感想など）】

　　●展示を見ていて、私も演劇やりたくなりました●10周年、改めて本当に

　すごいなと思いました●世の中で、間違いなく大切な役割を担っていると思う

　などのコメントをいただいた

　【助成を受けたことによってできたこと】

　　展示のプロを雇用することが出来、過去十年間の舞台作品、映像、写真などを

　整理・展示することで、来場者に活動の蓄積と地道な活動展開を伝えることが

　できた他、ミニパフォーマンス上演会や東京から過去作品出演者・演出家の石山

　優太を呼ぶことも可能となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成額：300,000円）
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